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長田会計事務所通信
【今月のTOPICS】
◇P1 『所⾧コラム：中小企業が関わる未来社会実現に向けた一歩』

『今月の言葉』『先月のヒトコマ』『編集部より』
◇P2～３『2025年大阪・関西万博に行ってきました！！』
◇P4 『しごと図鑑 スタッフ木下さんの1カ月に密着！』

『事務所からのお知らせ』
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編集部より
スタッフ木下です。今月は万博遠足特集

と新連載「しごと図鑑 スタッフ〇〇さ
んの1カ月に密着！」というボリューム満
点の内容となりました。

特に万博は遠足の後もう一度行くぐらい
ハマってしまいました。行ったことのない
方にはぜひこの新聞を片手に参加していた
だきたいです！また、公式HPにはグルメ
ガイドブックもあります！行列のパビリオ
ンに入らなくても食事は満喫できる
ので、ぜひチェックしてください！

先月のヒトコマ

中小企業が関わる未来社会実現に向けた一歩
大阪・関西万博では、中小企業・小規模企業者も多様な形で参加できる機会が提供されています。万博公式サ

イトでは、出展や協賛、調達などの参加メニューが紹介されており、企業の製品やサービスを世界中の来場者に
PRするチャンスが広がっています 。前回の愛知万博での経験を活かし、３つのパビリオンの企画運営に携わって
いる方や、自社の強みを活かしてフード出店をされている方がいらっしゃいます。参加国の準備状況や資金力に
は大きな差があり、国力の違いに驚きながらも、セキュリティや内装、人材派遣などの分野で多くの中小企業が
サポートし、実務を通して貴重な経験を積んでいます。

また、「TEAM EXPO 2025」では、多様な参加者による「ワクワクする未来」のためのアクションを通じて、
社会の課題解決と未来づくりを目指す参加型プログラムが展開中です。

万博のような「未来社会を共に築くの場」への参加は、大企業だけでなく中小企業にも新たな可能性をもたら
します。自社の強みを活かして、未来社会の実現に向けた一歩を踏み出すことが、企業の成⾧や地域活性化
に繋がります。

「嘘も方便」と言いますが、ビジネスにおける嘘はいい結果を生むことはありません。
その場しのぎや自社を有利にしようと吐く嘘は、メリット以上に大きくなって戻ってきます。
自社の信用を賭けて吐くほどの嘘はありません。

今月の言葉

ウソつきで不誠実ほど恥ずべきことはない

「超訳 ベーコン 未来をひらく言葉」㈱ディスカヴァー・トゥエンティワン発行
フランシス・ベーコン（1561-1626年）英国の哲学書、政治家現在の1冊

カラフルな日。
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ブログで詳しく紹介しています♪

コロンビア館のコーヒー
美味しいと評判です！
コロンビア館のコーヒー
美味しいと評判です！
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スタッフ編 インターン生編

リアルな感想や気を付け
たいポイントなど、万博
参戦前のお役立ち情報
盛りだくさんです！

最近「万博行きました？」という会話をよく耳にします。私たちの
事務所では遠足イベントとして訪れました！昨年は「そんなに興味

ないかも…」と言っていた人も、今回は思い切り満喫！！
そんな楽しさが少しでも伝われば幸いです！



杉

未来経営そうぞう塾ぜひご覧ください

HPへ移動します

ご興味のある方は
右のＱＲコードより詳細をご確認ください
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ブログ、Facebook、Instagramを毎月更新しております！

どんな仕事を、どんなふうにしているのか。同じ職場でも、意外と詳しくは知らないことも
多いかもしれません。そこでこの特集では、スタッフ一人ひとりにスポットを当ててご紹介！
今月の主役は木下さん。所属チームでの役割や日々の業務、ちょっとしたこだわりまで、1カ月
の仕事を少しのぞいてみましょう！

しごと図鑑 スタッフ木下さんの1カ月に密着！

◆未来型経営支援関連が半分以上を占めていま
すね。詳しく教えていただけますか？

未来型経営支援では、企業の5カ年計画を
サポートする「中期経営計画立案会議」や、目

標達成に向けた「実現会議サポート」において、アシ
スタント業務を担当しています。

会議では、チームリーダーであるスタッフの遠藤さ
んがファシリテーターを務め、私は主に社⾧が経営に
関する考えを整理できるよう、議事録作成を通じて支
援するスタイルが多いです。

また、この月は税務会計担当スタッフと打ち合わせ
を重ねながら、忙しい企業でも効果的に財務の改善が
実現できるポイントを見極め、それをいかに社⾧に納
得いただける形で提案できるか、という会議設計も行
いました。

私は入社5年目のスタッフで「未来型経営支援
チーム」と「広報部」に所属しています。

会計事務所なのに税務会計を担当していないのも特
徴です(笑)。

どちらの仕事も共通して「関わった方が一歩でも前
に進めるか？」を意識しながら取り組んでいます。

◆現在担当している業務と、その取組みにおい
て大切にしていることを教えてください。

木下さんの6月の仕事の円グラフ

◆ “納得感”を引き出すために意識しているポイ
ントがあれば教えてください。

会計事務所の立場から見れば、決算書を読む
だけでリスクとなり得る点や改善点がわかりま

すが、それをお客様に納得いただき
行動につなげていただく

◆広報では、どのように「一歩でも前に」を実
践されていますか？

私の中で広報は意思表明やステートメントで
あり、それに賛同する仲間を集めるソリュー

ションだと思っています。事務所には「人を大切にす
る」という文化があり、さらに「参加したくなる場で
あること」を大切なバリューとして掲げています。
インターン生の採用では「引っ込み思案かもしれない
けど、何かに挑戦したい」という学生さんをターゲッ
トにし、その一歩を後押しするようなコンテンツ作成
を心がけています。

のは簡単ではないという前提を大事にしています。効
果的といえど管理会計はお客様にとって負担が増える
ことでもあるので、改善が見込めるポイントを一つず
つ、一歩でも良い方向に進めるよう、提案していくこ
とが重要だと考えています。

◆その考えに至ったきっかけや、印象に残って
いる出来事があれば教えてください。

最初はただレイアウト
したりデザインすること

が楽しくてやっていました。
一昨年から未来型経営支援チー
ムの一員となり、「こうありた
い」をベースにバックキャスト
視点を日常的に扱うようになっ
てから、自然と身についてきた
感覚だと思います。

◆最後に、これからやりたいことを教えてくだ
さい。

「一歩でも前に」を実現するため、広報の学
びとして未来そうぞう塾「カメラの勉強会」の

開催準備を今年も進めています。講師のカメラマン・
藤田さんのお話を聞くたび、伝えることの本質を考え
させられます。何かを伝えたい時、うまく伝えられた
らそれが誰かの「前に進む力」になると思います。
これからもその力を信じて仕事をしていきます。
――ありがとうございました！
これからも、いろんな人の「前に進むきっかけ」を作って

いってくださいね！次回の「○○さん
の1カ月」もお楽しみに♪

▲新聞編集中の木下さん
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